
 

※冬休みに入ります。インターネット利用について家での話し合う機会をもってください。また，フィルタリングの設定をお願いします。 
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１１月２８日（火）,持久走大会を実施しました。

大会は，女子は３．０km，男子は４．０kmのコー
スに挑戦しました。生徒たちは，自分のペースで
走りながら，保護者や先生，地域の方から大きな
声援を受けていました。ゴールでは，自分の成績
に満足したり，悔しがったりする姿が見られまし
た。持久走大会は，体力だけでなく，精神力や協
調性も養う良い機会となりました。 

 
 
１１月２１日（火），中学校の授業を小中学校

の職員で一緒に参観し，意見交換を行う小中一貫
教育推進会議を行いました。授業参観後，「主体
的に取り組む態度の育成」や「表現する力の育成」
について話し合いました。今後も，小学校と中学
校の教育内容や教育方法を連携させ，子どもたち
の学びの継続性や深まりを高めていきます。 
  

小中一貫教育推進協議会～研究授業 ～ 

                

日 曜 行    事 日 曜 行    事 

９ 火 始業式 21 日 第 3回資源再利用事業（羽島小学校） 

10 水 ３年実力テスト 22 月 私立高校入試スタート 

13 土 土曜授業(アウトプット・ラーニング) 24 水  県スクールカウンセラー来校 

16 火 １･２年鹿児島学習定着度調査～17日 26 金 新入生説明会 

19 金 移動図書巡回日    

 

１月の主な行事予定 ※冬休みに入ります。事故，怪我に気を付けて楽しい冬休みにしてください。 

 
 
１２月１４日（木），主権者教育に関する学習

を行いました。宮崎大学大学院の吉村功太郎教
授にお越しいただき，全学年の生徒に対して，主
権の意味と歴史，民主主義の理念と実践につい
て，わかりやすくお話しいただきました。生徒た
ちは，吉村教授の話に興味深く聞き入っていま
した。特に，中学３年生は，公民分野の授業で学
んだ内容と重なる部分が多く，理解を深めるこ
とができました。 
 

主権者教育に関する学習 
 

持久走大会 

 
 
 １２月２０日（水），高齢者クラブの皆様に門松
を作成していただきました。手際よく作業を進め
られ短時間で素晴らしい門松ができました。完成
した門松は、正門の両脇に設置されました。高齢
者クラブの皆様が心を込めて作成された門松は、
色鮮やかで、新年の訪れを告げる門構えとなりま
した。高齢者クラブの皆様のご協力に、心より感
謝申し上げます。 

門松づくり 
 

 
 
○英語検定 準２級：４人 ４級：１人 
      ５級：３人              
○日置市・いちき串木野市合同中学校英語弁論大会 弁論の部 奨励賞   
○日置市・いちき串木野市合同中学校弁論大会 トピックトークの部 奨励賞  
○税に関する作品標語の部 優秀賞  

受賞等 

 
「私が歩いた道」～艱難辛苦（かんなんしんく）は夢に向かう～ 田畑 誠一氏 講演会 
 
                                  校長  髙田百香里   
  
１２月１８日（月）に，いちき串木野市前市長の田畑誠一さんを 

お招きして,羽島中生にお話をしていただく機会を得ました。 
昨年度,私が羽島中学校へ赴任してきて，田畑さんの後輩である羽 
島中生への思いをお聞きすることがあり，「羽島の伝統 負けじ魂」 
のことや熱いメッセージをぜひ直接お話ししていただきたいと，講 
演をお願いして今回，来ていただけることとなりました。 
田畑さんは，秋の叙勲で「旭日中綬章（きょくじつちゅうじゅしょ 
う）」を受章されましたが，この旭日中綬章は鹿児島県では１人だけ 
とのこと，また，天皇陛下に拝謁（はいえつ）され，受章されたのですが，これは鹿児島県からは
元知事の伊藤祐一郎さんと２人だけ選ばれたということです。まさにこのタイミングでお話しを
伺うことができ，勲章を実際に見せていただくこともできて，こんな素晴らしい機会をいただけ
て生徒たちはたいへん運が良く光栄なことだったと思います。 
田畑さんが話された「私が歩いた道」。羽島中を卒業して高校へ進学したかったが，母に進学は

諦（あきら）めてほしいと泣いて頼まれたこと。６人兄弟の長男であり，家計を支えるため１５歳
で漁船に乗ったこと。同級生が高校の制服を着ているのを見るにつけ，とても悔しかったこと。そ
して今でもとても後悔していることとしてこんな話をされたのでした。「市議会議員となったと
き，宴会等で飲んだ後，帰宅して母に『高校に出してくれなかったから今，自分はとても嫌な思い
をしたり，苦労したりしているんだ。なんで高校に進学させてくれなかったんだ！』と何回も母に
つらく当たった。その度，母は『すまなかったね，本当にすまなかった。』と涙を流しながら答え
た。そのことを今も本当に悔やんでいるのです。」とのお話に，中学生の中にも涙を拭う生徒が・・・。 
また，羽島中生へのメッセージとして， 
 
一，耐え抜く力・・・揺るぎない情熱と信念 
一，感謝する心・・・謙虚さと相手への思いやり  
一，挑戦し続けること・・・失敗を恐れず意欲を 
 
「何事も負けることから始まる。負けることに耐え抜くことでやっと入り口に立つことができる。 
冬の雪に耐えて咲く梅の花を見なさい。「雪に耐え，梅花麗し」という言葉を噛み締めよう！」 
そして最後に話されたことは「花瓶の中の花ではなく，野山に咲くたくましい花になれ。羽島の伝
統，負けじ魂を持って！」 
本当に，心に染みるいいお話をしていただき，感謝，感謝です。 
講演前には，「私のような年の離れたものが，現代にはない，昔の苦労話をしたところで，中学

生の皆さんにはきっと届かないだろうし，たいくつな話でしょう。」と言っておられた田畑さんで
したが，羽島中の素直な子供たちが最後までみじろぎもせずに真剣に聞いてくれた，ととても喜
んでくださいました。そのことも，嬉しかったことのひとつでした。 
羽島中教育目標は，やはり来年度も「羽島の伝統 負けじ魂」の言葉を掲げて，田畑さんはじめ

地域の皆さんの熱い期待に応えられるような子供たちに，職員一同で力を合わせて育てて参りた
いと決意を新たにいたしました。 
地域の皆様も，講演会にたくさんご参加くださり，ありがとうございました。 
保護者の皆様，地域の皆様，本年もたいへんお世話になりました。ご家族揃って良いお正月をお

迎えください。 
 
 
  


